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日頃より、私たち東北情報インフラユニオンの活動にご理解とご協力を頂き、誠にありがとうご

ざいます。 

日々厳しい環境の中で、現場第一線における安全の確保に向けご努力を頂いていくことに心から

敬意を表します。  

昨年は、残念ながら私たちの働く職場から、軽傷・重傷を含む人身事故が、7 件発生しておりま

す。とりわけ、転落・転倒事故については、山形県鶴岡市において基地局点検作業中にアンテナ支

持柱より転落（8/7）、青森県青森市において橋梁管路補修工事における吊り足場設置の為のボル

ト固定作業中脚立からの転倒（12/24）事故が発生しました。 

インフラ東北は、私たちの働く職場からは二度と人身事故を発生させないとの強い気持ちのもと、

当該企業はもとより、労働組合が一体となり再発防止・事故撲滅に向けた取り組むの強化をしてま

いりました。 

また、昨年は全国的にも、交通事故を含む労働災害が後を絶たない状況にあり、2 件の死亡事故

が発生しており、危機的状況が続いております。 

改めて、安全は企業存続の最低条件であることを肝に命じるとともに、引き続きカウンターパー

トナーとして労働組合の役割を積極的に果たすとともに、現場第一線における安全労働確立に向け

た各種取り組みを展開してまいりますので、皆様におかれましても自分の職場・仲間からは絶対に

事故は発生させないとの認識の下、日々の作業に従事するよう切望致します。 

皆さんが笑顔で帰りを待っている家族・仲間の基へ「笑顔」で帰りましょう。 
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日頃より、私たち東北情報インフラユニオンの活動にご理解と

ご協力を頂き、ありがとうございます。 

通建連合「一斉安全休工日」は、現場第一線で働く一人ひとり

の労働負担が一段と高まっている中で、組合員は勿論のこと現場

第一線で働く労働者の心と健康保持は基より、リフレッシュを図

り安全労働を確保する観点で、2008 年 11 月より取り組んでい

ます。 

2020 年についても、心と体の健康管理とリフレッシュを図り、

労働安全衛生の確保を目的に、6 月・7 月・9 月・11 月の第 2

土曜日を設定し、取り組むこととしています。 

インフラ東北は、通建連合の取り組み趣旨に則り、一人でも多

くの仲間が参加できるよう取り組みを行いますので皆様の積極的な参加を要請致します。 
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日 月 火 水 木 金 土 
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11 月 
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